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〈研究紹介〉

宇宙に朔びだす生き物たち

宇宙科学研究所黒谷明美

百1\屋の前を通るとカエルの鳴き声がしたり.ど

うしたものか逃げ出したイモリが峡まみれになっ

て近くの廊下をノソノソ歩いていたり.どうもこ

こでは，宇宙科学研究所という名の研究所には似

合わない奇妙な研究をしていると思われている方

も々多いだろう。この.宇宙研としては異色 (1) の.

宇宙生物学の僻究の一書店について紹介しよう。

1.宇宙生物学実駿とは

1957 年.スプートニク 2 号で初めて周囲軌道を

回った犬，ライカ(よくものの本にはライカ犬な

どと脅かれているが，ライカとはこのワン公の名

前であって，つまりポチと同じ憾なものだ。柴犬

などという符 Wi を表しているのではない。ライカ

の種類は不明であるが.写真を見るとピーグル犬

に似ている。困ったことにライカ犬という種類の

犬も確かにいるらしし、)は有名であるが，これま

で動物.植物.微生物など多般多様な地球生物が

字凶・に朔ぴ出して行った。はじめのうちは.その

うち人 Ifll も乗ることになるであろうロケ y 卜の環

境や.宇宙環境そのものの中で.その起似からド

y プリと地球の環境に浸かつて進化し続けてきた

地球生物は生きられるのか.死んでしまうのか，

イヌ.サ Jレ，ウサギ.ネズミ.ショウジョウノ〈エ，

またはカピの胞子.地物の同千などの生物を使っ

た生存実験ともいえる実験が行われていた。その

うち宇宙実験は次の段時に移り，地球生物を地球

から離れた宇宙に送り込んで実験すれば.実は地

球生物のことがもっとわかるかもしれないという

期待のもとに，バイオコスモス，スカイラブ，シ

ャトノレのスペースラプ，宇宙ステーション・ミーノレ

などを利用して，機々 な実験が行われるようにな

り司現在に至っている。たとえばカエ/レの受精卵
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は正常に Tfっか.白血球のf骨殖i1f J~は変化するか.

|ウモロコンの芽 'I えは I也 t と巡うかなどいろい

ろな実験が行われてきた。

われわれはまだまだ少ないT'lli実験の機会をで

きるかぎり利用し.これまでに 'j:Hi ステーンョン・

ミ ルでのカエルの行動学尖験(1990i!'- 12 月)，ス

ペースシャト Jレでのイモリの産 JJli '~I主学実験

(1994年 7 }j)を行い. さらに未年 (υ19ω95 年 2 月) ,.
5 ドU てで，イモリの実験が|ωi梧Lひ

いる o 'j:'di生物'γー実験も生存;k験から一歩進んだ

実験を II 桁してはいるものの j此新のイモリの実

験では.地球'I:~却が'j-:;山てて色 iifiするのは大変なの

だ，生物に対する地球の思必についてまだまだ知l

らないことがあったんだということを実感したと

ころである。イモリの実験の結巣についてここで

被保て'きればよいのだが~且干仁たくさんの研究行

たちが成行後解析をiTっている ibt111 であるので.

tJi介は次の機会のお楽しみとなるが.あしからず。

2. 例のカエル実験について

きて， 4 年前に寸・Hi ステーンヨン・ミールで1i"

われたニホンア7ガエ Jレの実験についてのまとめ

(r またかJ ですが. しばらくのご判包)とこの実

験から党展しつつある研究について( rはー」の，11' ，

lUll,f)述べよう。実験の II (I(J は， むとしと I G の

地球の|で Itifi している動物は ill1J が減少1 ると

とつ反応するのか.微小南)Jl、では J也卜では絶対

に見られなかったような特日II な行動を示すのかと

いうことであった。この山について軌道上で記鉢

図 1 a

されたビデオテー7からわかったことは.次の 2

III"であった。どこかにつかまっているときはほと

んどのカエルが特徴的な以リ返り'会勢(凶 la) を

ぷ L. '±1!J に浮遊しているときには ， T· Ji をいっ

ぱいに Jムげ.千rrll を~:i.らせたスカイダイビング憾

の姿勢( I苅 Ib) に主る。これらの村徴的な安勢を

初めて見たときにはとても奇巣て:寸リ巾でしか見

られない特別!な行動・姿勢ではないかと胸が悩っ

た。しかし.実はそうではなさそうだ。総定的な

ことはまだいえないが.以リ;g I) 安勢は地上でも

カエ jレが食べたものを III き HIすときに比せる一巡

の1 j1i}jのある l瞬間に fJ:)，てし、る(打ち仁 IflO tJ!i ij か

ら絶食 tドで刊の 'I' は'そっぽのため.実際に何か III

き出すところは凡られなかったが).カエノレ Ii ミ­

Jレの rl' で. ものを H土き:1\そうとしていたのではな

いかというのが.一つの解釈である。つまリ 'j':'1 凶山

円酔午れ L 、にカか‘かつていたという可能 f刊U， A巧号えら tれL·るるの

fだJ。 ，下jド.日可 'I山i

パラポリ lツ" 7.フライ卜てで酬.あらかじめたらふく食

べさせておくと.モーンヨン・シ y クネスを 'I、し.

E凶|するカエルがし、ることが純B迭された(これは

l山j~ト ~(iがモーンヨン・シゾクネえをおこし得る可

能性を 1]';す初めての，記録となった L スカイダイビ

/グ係の姿勢は本の卜などに怯むアマガエ Jレヵ、本

から地 I(I! に JI~び降リるときなどにつt%の低抗をJrl

やして/品 Fのショッ 7 を千 I らげようとしていると

されている安勢と l ， iJ じであった 犯やかな泊地の

叩怖をしたつもリでも 1・街て'は地 1(11 は近づいてこ
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微小重力下でとびまわるモモンガ

ので， '4':11- 1 を浮遊することは少ないが.浮遊した

ときには. ミー/レ|付で凡られたようなスカイダイ

ビング憾の妥勢になる。地|では木などから JI~ ぴ

降りるときにこの姿勢が見られることはすでに述

べた。一 }j. J也|二楼のカエルは微小iJ UJ 下てべ も

のに捌まっていることができず . iT 遊しやすい。

そして浮遊すると. J{ を交?告させるように動かし

て(ハサミをチョキチョキしているように比える

ため.シザ ズキ y 7 という) .身体の長軸のまわ

りに回転.すなわち旋 l副することがしばしば見ら

れる。この肱回は地卜 1 G 下でカエノレの背腹をひ

っくり返すと起き 1-，がろうとして泌返りをうつ反

応に刈応していると考えられる。ひっくり返され

ると l出 mil の筋肉や関節などで感じていた1' 1 分の重

みが!必じられなくなるようだ。カエルはこれで n

分がひっくり返ったと思い込む。だから.微小重

力になると身体がひっくり返ったと判断して寝返

りをうつが，それでも屯みが感じられないため，

起き tがった気がしないで寝返リをうち絞けるこ

とによると解釈できる。樹卜伎のカエルは 3 次 JC

的に到 J き回り. II与には逆さまに木にぶらさがった

りもしているため. "，'r 版のひっくり返リを地上憾

のカエノレほど肘心地の J11 い格好と!必じていないの

だろう。旋 [III はほとんど見られない。

トカゲやヤモリといった l陀虫舷 lについても 'k 前

パターンによるちがし、が微小重力に対する反応の

ちがいと対応した。地上憾の照虫矧は電力の減少

とともに， 21|' に i1~ かぴ上がり. {，付‘に十筒まろう

微小重力下で何かにつかまろうともガくイグ戸ナ

ない。カエルはこの姿勢をとりあ tけたまま. j｣1_jl

を t!?t ったのだ。

3. 宇宙における出較行動学

ニホンア 7ガエル以外の動物も微小 iii. 力下でIo ;J

様の行動をするのだろうか。 ミーノレの実験以米.

JJ 1.f Jーまでに主に航空機のパラポリックフライトに

よる約 20 秒間の微小 ill) J をヰ 11m して.いろいろな

f1'維動物が微小重 )J 下でどんな行動を小すかとい

うデ タの岳績を閃ってきた。 rj: Hi における比較

行動学を H 指している。これまでにわれわれが実

験に使った1H IH f) J物は実に 27 州に及ぶ。これらの

実験からわかることは.微小説力に士、 Iする反応の

しかたは決してーや[( ~Ii ではなししかもランダム

でもないということである。その反応のしかたは

I也 lーでの生活や 1 jJf}J.運動の，マタ ンに密接にか

かわっているようだ。

たとえば. カエノレの wに lifi を絞ってみよう。カ

エルには.アマガエノレやアオガエ lレといった.通

常は t並木の上をすみかとするような附上伎のもの

とヒキガエルやトノサ 7ガエルなどのように木に

は登れずに地べたを歩き回り. ときどき跳躍する

ような地上伎のものがし、るロ 1M 1-. 楼のカエ jレは T

IE の指先にペタベタとよくくっつく物質を分泌し

て， ト千に木に登り.あるいは本から飛び降りた

りして，いわば 3 次 JC 的に行動し J也仁伎のカエ

ルは 2 次 Ji; tドJに行動するとア?ぃ換えることもでき

る。この 2 つのグループでは.微小重力下での行

![fJ Jのしかたが明らかに典なる。 IttJ 二tJiのカエノレは，

そもそ LJ:'iJ'cでものに倒まっていることが得意な
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と子がZ2E を U切j つたり.身体がI旋左回したりする。附 乳矧でも f樹i針t上桜のものに比べて地上楼のものは.

卜

まつてあま}リ)動古か、ない。カメは当然f地也上上-符俵;てでHある 実験の中ではン7へピ(i単俳樹上楼 )iJカがf不可解な行重邸動1力J

が' ↑他也の I地也 u懐主f艇哩虫類とは一見反応のしカか、たがち をとつた。微小I承i草1力状1態些の lぺ，-，てで占浮カか‘び上が tり)なが

がうように見える。子，足，首をおもいっきりの ら，自分に岐みつくのだ。これは恐怖におびえた

ばすのだ。しかし，池上でのカメの行動をよく鋭 ときに比られるー径の定型防御反応である。他の

祭すれは不思議ではない。カメをひっくり返すと、 l限虫惣1 とは微ノトill :lJへの反応のしかたがちがって

手.It，首をのばしてもとにもどろうとする。こ いる。へビについての記録はこれだけ。わたしの

れがカメの寝返りなのだ。カメも'，'r腹をひっくり 滞微小重力時間はもう少しで，ガガーリンを越え

返されたと感じた結米であった。哨乳矧について そうだし 2 次元的 3 次冗的な行並UJ をとる人 I~I

も実験を hった。リスやモモンガは微小重力状態 にもサンプノレを広げたい(問いところの好きなわ

で空中に沼かび上がっても実にうまい具介に尾で たしは 3 次疋 tl(J)。まだしばらくは変な生き物を飛

バランスをとることができる。こういう言いJY は q'J 機やこf:ni機に乗せて.微小電力下における比較

あまり科学: tl(j ではないが，わかりやすく言うと， 行動ザtのデ タを!tめることになるだろう。前の

微小重力状態になると.カエルでも J随虫類でも U ，!i 廊ドをへビが 。(くろたに・あけみ)

お知らせ************以~*********以コむ

*研究会・シンポジウム 唱g

宇宙空間原子分子過程研究会

開催日 平成 6 年 12 月 1 日(村

場所 宇宙科学研究所本館 6 階会議室

大気球シンポジウム

平成 6 年 12) J8 日(村-9nω

'j-:宙科学研究所本館 21:皆会議場

日目{佳日

場所

|井Hiii 1:1

場所

宇宙輸送シンポジウム

平成 7 年 1 }j10 日(刈 -12 日(村

宇宙科学研究所本館2階会議場及びl階入札己主

問合せ先・宇宙科'"{:研究所研究協力諜

共同干11m係

0427(51)3911(内線 2234 ， 2235)

画
合「ょうニう」の現状

「ょうこう」は今年の 8 )-j301: 1 に

尚 3 歳の誕生日を迎えました。幸し\

搭載機器にこれといった異常はなしきわめて順

調に観測を続けています。一方太陽は，打ち一|“げ

当時の活動期 lから，現在は静穏期 iに移行しており

太陽表面の械千はすっかりさま変りしてきました。

太陽前副 J を，極大 WI およひ“極小 WI をふくめて，な

るべく長期 jにわたって連続的に観測するという所

期の目線も清実に達成されつつ有ります。静穏 II寺

といっても決して油断はできません。写真は 4 月

14 日の太陽です。左の写真のように何もなかった

南半球に突然百万キロメ トノレにもおよぶ巨大な

ループがあらわれ.約 13 時間後には右の写兵のよ

うになりました。これに i ドう激しい擾乱が，惑昼

間 ~IHJ に広がって地球も巻き込みます。ンカゴで

は. このような媛丹しが!京凶で送電線の"*故が起こ

り，数億~寸数億円の被害が I:B たということです。

現。太陽の極軌道にそって太陽の南半球上を泊

過中の NASA の探在機 ULYSSES( ユリシーズ)も

この援 !iL を鋭 iJll I しました。このように宇宙研の
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M-V事情

*KM-Vl-I:真空地上燃焼試験

〔表紙写真〕撮影・杉山告昭

KM-Vl は M-V 型ロケ y トの第 oえキックモー

ターの名林である。本来オプションのモ -7 ーだ

がM-V'\'! のミ y ションでは 1 - 3 号機と i卓続して

用いられるので.何となく M-44モ ターと呼びた

くなる代物である。もっとも 4 の 2 つ並びには前

をひねりたくはなるカ九

本モーターは代表径1.18mφ，全長 1.97m ，重

量1440k! vトV明の各段ロケットに比べると怖段

に小さいモーターであるが，衛星重量へのlf主将);

eEOTAI L1ltj証等各|羽の多数のミ y ションによる

太陽祈!li1)の総合的な鋭ilill iJ， lAceによる同際協

力のー深として進められています。(小川原点明)

*第 14回 IACG会織報告

~14回のlAce会議は， ESAの主催によ I) 1994

年 9 月 27 ， 28 日の nhJ 日.ウィーン近郊の Schloss

Krumbach において|制限された。

lAceによる太陽地球系科"r: (STP) 共同観測l

キャンベーンの笑施は.他機関の衛星の1]ちヒげ

延期のためにのびのびになっているが.日月 1995年

11 月に{立eEOTAIL と WI :>J D (NASA) わ・よひ，Ii¥

TERBALL-TAIL(ロシア)による磁気回尾部の

総合鋭 ilill キャンペーンを実施できる見込みである。

また明 1995 年 6 月を中心とする Ulysses の太陽板

域通過の際に.太陽商構造と太陽風変動との関連

をテー?にした共同観測キャンベーンが実施され

ることになっておリ r ょうこう」が重要ーな役淘 l を

来たすことになる。キャンペ ン実施に備え.デ

ータ交恨の体制 l を終えることが必要である。

}-J , :惑星科学の分野については， IACe は明

1995年 5 月にハンブルグで開催される月科ザ:会議

を共催することになった。

なお，今回役員の一部入れ替えがあリ，さM'

始I~( .k.体に|品l わるパネノレ 2 の MI]議長に水谷じ教Jf.

高エネノレギ一天文学に|品lわるパネ jレ 3 の日Ij議長に

小川原~明教授が就任した。ミ 'J/" ョン計画に l羽

という.l.~では最終段だけに ~I'常に大きく， M-34モ

ータ一同僚，現存の|古11-1'ロケットの以尚技術が投

入された最先端のモーターである。

試験はさる 9 }-J 28 1::1午前 11時30分 l.i 火によリ

行われ.このところの相次ぐ地 I.燃焼試験の成J};

からほとんど決まり文句になった感はあるが.着

火および燃焼は正常かつ安定でほぼ子f11i凶りの燃

焼特性が得られ， 60 山におよぶ，ihlill {(il l の良好な

デ-7 と良質の光学記録がj!t られた

今回の試験の成功で I ， 3 , 41支のフノレサイズ

モ-7ーの試験が成功I'll.に終了したことになり.

10月に 4丁わtL る M-24TVC-l iJ'~キわ!.LI工 M-V '\'1 ロ

ケソトの全貌があらわれる。(1属 忠一)

わる we3 議長の上杉事[，沼教技は切 IEである。ま

た-1'1.は 'F務長を退き，後任にはC.Pilcher (NAS

A) がj醤 'ill た。

次回の lAce は宇 Hi 科'γ~ )f"允所が jll 当 L ， 1995

年 9 月初旬に北海道で HfJ fiU される。( j珂 FU mgl.)

*MUSES-B1 次噛み合わせ試験

6 月 13 日から開始した MUSES-B の l 次噛み合

わせ試験もいよいよ紋終フェーズに入り街並憐体

内の機器試験から.大昭アンテナ・ RCS の哨み合

わせ試験に入っています。大町!アンテナはケープ

ルや-" ., ""ュなどの「衣」を必ずに傑のままです
が.組み付けると M-V ノーズフェアリングいっぱ

いになる衛星の全容が現れ r大きいなー」という

のがまず第ーの感 111 です('4兵参~(\ l. 大小さまざ

まの不具合とスケジュ ル調終に追われながら.
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"i斗ii~lfm当首・各メーカ担当者ともに長丁場の噛

み介わせぷ験をがんばっています。(小林秀行)

*臼田宇宙空間観測所10周年記念行事

FI 田字山:;:m1観 illil所では.開設してから本年 10

月 31 日で 10年を迎えるに当たり.去る 10月 3 日に

10周年記念式典が臼出町の lij 佐久地域振興センタ

ーにおいて開催された。式典には臼田町宇宙探1£

協力会の }j ~. j也 Jじ OB の札|セ|立天文台の先生

万および州連メーカ 4 祉の ti~ 約60名が出tf/;さ tし

すー宙研からは. 0Bi..含めて約20名が出席した。

この式典において宇Hi探1£協力会.メーカ I拘臼

IH町長に!ふ謝状が目明られた。

また.これを機会に 10H 9 日に現地において一

般公開がIJfI Hi;され.日1 せて宇宙教室が1:1 凹町公民

館に n?- ， 、て l羽Hi;された。手.，山教宅は約 160 名の参

1mのもと校長の小山助教J去の技拶でi調講され.斗1

谷似'llーによる「宇宙と生物」・水谷教J宝による「太

陽系の 'I'. いたち」およびイ i) I 助教校による「ロケ

y トのお Jんの，.1;~をの後.質問コーナーでの治発

主質疑応符で砕を閉じた。 I!ll議後参加者は観測l所

の一般公開に参加した。

臼田での一般公開は，交通便利な相模原と呉な

り，門田町の中心地から山道を 15km登った場所で

の公開であり.lEの確保が難題であったが，臼田

町からのパスの借り入れもふくめたンャトルパス

の運行，観測所での駐.t\i場の笠1liiiにより解決をは

かった。受け入れ体制ができてからは.来場予定

者数が心配の極となり.交通の{更の悪さから.関

係者のほとんどが配布ノマンフレットの枚数 (1000

枚)をかなり下回るとの千忽であった。当日は天

候に宮、まれたせいもあり，開場 l 時間後に 150名を

泣すなど出足が良< .披終的にはおおかたの予想

を裏切り 1400名を越す来場者となリ噌また心配さ

れた山道での来場者の4>;'飲もなく.大盛況の一般

公開となった。公開内符は.臼田宇宙空間観測所

と関係する現在までのミ '1::/ ョンおよび今後の計

画ミッションの悦型も含めた展示.字宙イモリの

尖物展示. j案可空機運用の尖品il.アンテナの 10分毎

の回転実被等である。また.太陽系(木原まで)

の55!意分の l のモデルも初めて公開された。展ぷ

内平手が円 E口敏市，m庁関連と限られていたにも関わら

ず.来場者の滞イ上時聞が比較的長< .アンケート

の高い回収率む含めて関心の高さがうかがわれた。

また公開の隊チは，地元のTV2 局の夕方のニュ

ースで放映されるなど.初めての一般公開として

は.大成功であった。

最後になりましたが.臼回町の多大なごW，力に

対し厚< Ii卸礼申し上げます。 (}m磁隆二)

*高木昇，井口洋夫両先生が文化功労者に

宇宙科ザ研究所の前身である東京大学宇宙航空

研究所の初代所長をつとめられた高木舛先生(点

京工科大学長)と本研究所の評議員である井口洋

夫先生(岡崎国立共同研究機憐長)が平成 6 年度

の文化功労おとして顕杉されました。高木先生は

』巨大の宇宙空間観測l グループのリーダーとして科

学衛J-rlの開発など宇宙屯チ工学の育成に只献され.

また )1・口先生は有機化合物が半導体になり得るこ

とを実証 r有機半導体」の概念を確之されまし

た。(的川必宣)
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目に見えない“天の川"

メインベルト小惑星一一

通信総合研究所吉川

12
赤経(時)

第2の天の川。図 1 1こ示した小惑星の位置を星座の中に描いだもの。この「天の) II .Jの中lωガ貫道

に対応する。

ローカノレ線で行〈旅にこそ.本当の旅の 1M ドl さ

がある。太陽系の場介でも，「主製部r!，J である太

陽や惑星ばかりではなしたまには小~3~11. のよう

な「間合間fJ にも立ち寄ってみると，千千J支は 3Lが

つかなかったものとの出会いがある。

小~31t!は，その名のとおり小さな目だたない天

体である。その家庭Iiむつい最近までは知られてい

なかった。先ごろ送られてきた探ft機からの小fS

足の :Jcj' 点は， lX-7にあらためて小天体の不思議な

世界を思い起こさせるものになっている。

小惑星はサイズこそ小さいが.数は )1"':片に多い。

熊数に rUt するといっても過言ではないだろう。

その分布の係 f を凶 i に 1]，す。ここでは判Lj立がよ

く知られた約 1 )j例の小惑星が州かれている。一

見して分かるように，火 JT! 軌道と木 )rl軌道の聞に

大部分の小fb J-I~. がイ{{t: している。ここが ;l イン

ベルト，つまり「主小，$){併」である。もちろん

分，{Jiは 3 次元住jに広がっているので，尖際のメイ

ンベノレトは太陽から火M軌道までを取り凶む巨大

なドーナツ状になっている。

さて.小惑肘は一般に非常に附いため l勾限で見

るのは慨しいが. もしこれらの小惑J{が\91 るく締

いていたとしたら夜雫はどうなるだろうか。その

ような仮処!の佼'告を今年のクリスマスイプの H に

ついて悩いたものが区12 である。主にメインベノレ

卜の小，$!?によって. tt:;2 の "A の III "ができて

01 '-' .- b
ぜ7

A
『

勺
4

0
0

の
1

(
M
m
)韓
漁

18

図 2

αコ

寸

。

寸

∞

|-8-4048

図 1 1994年12月24日の天体の位置。小惑星の位

置(小さ主主点)と惑星(水星から木星)の

位置と軌道を示す。中山は太陽。

いる。この天の川は本-*の天の川と巡って実際に

l止がiたれる。これは，公転によって数年の周mlで

小惑Jj!が-}j向に動くのに加えて.地球の公転運

動によって礼かけ1-逆行したりするからである。

このような“流れる大の川.をl勾 fil!で}，I.ることが

できないのカf残念である。

~lt々はようやく小天体の世界の人りn にたどり

"，vi い たところである。この入り口の向こう111\1に は，

foolか 我々を期待させるものがある。

(よしかわ・まこと)

~ザ〆a

6 。
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A主義 L!i L_
欧州中東四十三次

的川泰宣

ヤジさんキタさんには及(;fないが.この度は"I

分の足が1(.(1妾触れた町カザJ1ヵ月でJ十43側という

i主方もない東奔西走となった。

まず， 13世紀.ハンガリ一軍がモンゴルを迎え

幣つためにプダベスト北}Jに築いたピシェグラー

ドの宏一審。この辺りは.チェコとハンガリーの国

境を束に流れてきたドナウが大きくl軒へ流れを変

えるため「ドナウ・ベント」と呼ばれる。その美

しくむかな水を~Jnにしつつ遥かに見やれば，こ

んなに速くまで馬一筋に訪れ去った人々のすごさ

に思いが馳せる。期待した史上段占のモンコソレ'If':

のロケット欠は.ついに見つからなかった。

東西の!日lにあって数奇の運命の悶。ハンガリー

の首都ブダペストは，美しし料i!H 口に合い.

しかも安い。美しくも泊らかな王宮の近くて1 珍

$が起きた。眼下に家附しいペストのパノラ7が

展開されているのだが， I中のよいカップルが民際

で懇ろにしているため.今ひとつ眺望が開けない。

luJ行の某教授，そのカ y プルのそばに腰を下ろす

や、お尻をそちらに向けてわずかに上げたと見る

!日lに ， Mやらくぐもった余部i を銭す狼の速吠えの

ごとき不気味な轡き。{午のカ y プJレ.気持ち惑げ

に顔を礼子干わせると.立ちI-.がってどこかへ。

lAce ('j': 宙開係機関連絡協議会)の聞かれる

オーストリアへは列 Iii で。会場のクノレンパ y ハ城

は，半らな地形のあちこちに鰻鋭をたくさん iたせ

たような所にある。飽 liJiの一つの大 ill に美しく ill

てられた 1縮測な城で. まず惑星探脊のパネノレ。ヨ

ーロ y ノマとロシアの気のない報告とは誕絞に， N

ASAのハントレスはやる気十分。

lAce 本会議の詳細は西田報告に決る。宇宙プ

ラズ7物理学において， 日本の役割が急速に重き

を加えていることが実感される。来年は日本の開

flli。札幌を従案。会議が終わって段寄りの駅へ。

ホテルの鍵をポケ y トに持って米てしまった松尾

教J免「キーリマースン J と冷やかされる。

ウィーンからミュンヘンへ列 'll で修動， STヒ p

(科学技術広報fiW1)の欧州悦然訓 ft団に 1 nl'正

れて'介i*L。すでにドイツ博物館の訓伐を終えた一

行 7 人とともにドイツ人の驚典的!日庇騒ぎである

オ 7 トーパー・フェス l に巻き込まれ.テープル

の上で制りすぎ。以後 1'1 ~定自得の II盤 j~j ロ

抗日!うーが古代オリンピソクの雰l川公を flI現するイ

ベントを検討していることから<人の，114ft凶の H

町:Jf也は↑量れのギリシャ。すばらしくも激しい引の

旅。 71 ロポリスのI王をライトアソプして山代か

らの雌史を語る r 1fとたのショーJ (アテネ)を起

点に， ~l 厳なる望地デルフィ、内代オリンピ y ク

の/&担。オリンピア l~:' に IJfl こえたえハ/レタ， ミノ

ス上の f-"、 i況を育むク/ "ソス，次いで司会えたミュ

ケ ナイ.コリントス・ 今となっては土jのごと

し生徒忘れ得ぬ 10 1::1/il l となった。

ベロポネソス半島からクレタ Jみに Hえるフェリー.

深夜においたキサモスの浜 ill ，イラクリオ/から

ピレウスの港に夜を徹して向かったフェリ一一一

いずれの Jlt~ iJ，これまで幼いころから税しんで

きた hJ.ぼしを.さらに身近に!必じさせた。アテネ

の小高い j王リカベトスから見た {X l;tfJ.ギリシャ

料理のよろしくない思い tH を Il1 i って余りあるもの

アテネ空港にて調作間と自 IJ れて， Ii¥F (1£1際寸­

rti航行j!~盟)総会のためエルサレムへ。イスラエ

lレはキリスト教1£1の人々にとっては.あまりに Iii;

大な観光地ーセッンヨンの参加行が少な L、よう

に見えたのは錯覚か。 Y品分の濃い死海へのツアー

が人気て二秋葉所長と参JJII .，I'i' (7).人との問に.次

のような会話。

「今 H の君の予定は? Jr はい.シカイ(死海)

てeすJ r~カイ(司会)か.それは人・変だね」

r ，、や.そうでもないです。じっとしていればi'?・

くそうですから J rへえ.そうかいヲ」

フランクフル卜を総て.げっそりと(主観的に)

痩せてね!問。( ;まとがわ・やすのり)

-8-
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~七dEF宙 宇宙構造物の話 その 4­

大型太陽電池アレイ
名取通弘

'j:'riill 日発は.地上から低軌道、!氏軌道から，\:I 'dc.

軌道司 IW' d:. 軌道から月・必Jj t さらに外 fd 星と太

陽系外といった刈象に分けられる。それぞれの対

象分野でいろいろな憐泣物が必安とされるわけで

あ I) ，それらによる宇宙開発の全体像を宇宙イン

フラストラクチ守という。 '-j:: 'it i インフラストラク

チャをf，Yi成する f~Yt i!i物はみな寸 J巾桃造物と百って

よいのだが.いままでのところ寸市桃造物という

場fh 軌道仁や軌道!日!の防造物を指すことが多し、。

それらの構造物では.雫Ii司的な制約や 4fI 意上の制

約が少ないので.大別化への対応が谷易である。

大 '~I~ iじに応じて柔軟さが大きな特徴となる。増大

する屯 )J 要ボや ;illl;:; 能力の要求に応じて.太陽屯

池アレイとアンテナにまず大昭化がはかられた。

太陽屯池アレイの附 i宜的な性能は単位構造ill. -Gr.
当リの~C' I; 屯力でよわされる。紋 j丘のパドノレタイ

プの太陽川池て "30wa ，， /1 、ι 脱出によるアレイタイ

プで 100-2 ∞watt/kg を'末現できると言われてい

る。ただ後者では，股|岡部分を悦くできても段 fJ\;

|浪必要な周辺椛 ili はそんなに l附くできないので、

大唱でないとその+J flJ さを発問できない。スペ

スステ ションでの尖川を目 指して 1984 年に!民間

実験をした米[ EI の太防屯池アレイは片~で約 30m

ほどであった。[:ii ll は s r- uの太防泣池アレイであ

るカヘこの上品{t-は f~J lO m ，恥 12.4 m て"ある。 d長力百日

付の IJ~ 1M を frlU) 是7 ス卜で l民Il II し支える Hili 主になっ

ている。 f'l l展7 ストには Cビ OTAI しで開発したヒ

ンジレス・マストを使用した。図 2は s r- uの会 jl

である。 1ピ I: :i ll に短 H別主にたたまれたアレイ郎と

fll1 1.t{?ストの上古 II が見えている。収納形態がベイ

ロ ドボンクスの使いよさを妨げないようにデザ

イ/された。， j-:Hi ':2i: ~n-j で 11 1 1 展すると Irtij 拠全長で

'fi み--------
S-1.4 ー/

--<:

図 1 SFU 太陽電池戸レイ

-9

図 2 SFU

24 .4 m もの大きさになる。一次の回有娠動数は

o.18Hzて"ある。宇宙開発事業団のコメッツ(通信
政i差技術衛星)ではこのアレイの二まわりはど大

きなアレイが使われる。

閃 l のアレイてーは伸展7ストで立;持される方向

にはとんどん長くできるが.立;持きれない l直角万

向には附泣を大きくすることができない。その方

I{'J にも伸展7ストを配置して大而僚のアレイ摘造

を実現しようとするのが二次元展開アレイである。

凶 3がSFU俗載の展開実験用のアレイで，童話等

の制約から全体の~部分で.さらに高'ilL圧発屯実

験にノ、 ドウエアを提供して実験を行う。アレイ

I師の一部に実験問太陽電池セルと電千コレクタ

を実装している。重力の彩管をキャンセルするた

めに.膜面の多くの点を上 )jから吊っている。~

:ill分のノ、ードウエアのため.二万向の{申皮?ス l

には 1111 げ 1'1:r 毛が作用する。そのため fil'展マストに

はヒンジレス・マストより剛性の高い|刻節，.\'!の7

ス卜(ハイ 7 ッ卜)を使用した。閃 2 の右上に収

納されている。(なとり・みちひろ)

...,..
図 3 SFU 浴蛾二次元展開高電庄太陽電池アレイ

(20/HV 実験)



愛しの宇宙研生協

'F宙研生協丸本 弘

,fL'l~で大変巾し.lRあ I) ませんが.iキ係がこの原

稿に同を;mされる頃には.私は利JJt大 "'I:の中協へ

転任する準備をしていることと思います。

店、が東大生協を離れ十.，山・初fに ~(iil:したのカイ88

年 5 月のことで. 1.， 1·6 年半の歳月が流れたことに

なります。そもそも訟が字'自制fに~'1c到Jするきっか

けは.京大生協の労組のi~~記長時代に.それこそ

「いむ焼酎J ではありませんでしたが.東大位協

の咋務と酒を飲んだ時の会話が疋でした。(柄の席

での人ょ~話にはご川心/ )当時私は.本郷の~ll}路

市iの一位当-tにすぎませんでした。購民Jillのこと

はまるっきり分からないに店長経験もない専務

の誕生です。今から思えば，よくこんな人 'l~ を引

き受けたものだと. ~えながら呆れるところですが，

どんなに小さくとも. つの生協会体の it f[:を jll

7 ことのillみが，そのl時には分からなかったのだ

と思います。こ 7 して. 88年の 5 月 16 日から.新

米専務純店長のJ芯単位山闘が始まりました。

先ずi訟初の難関が 5 }j31 1::1の創立総会の榊備で

した既定款の格怖i. 委fUkl長め，議奈川作り.~

'l~ ・ ZL ・ l~の依頼，総会運営，どれも分からないこ

とだらけ。それが終わると県庁への設す:必可申請，

法人登記.これが又さっぱり分からない。一段探

する till むなく.店舗i レイアウトの作成.品摘ij えの

検討.パート募集.就業品川lの整備.備品 Mの調

j主など司枚挙のいとまがなく r分からないことは

何でも聞いて下さし、」と言われても，分からない

ことが何か分からないと言うような状態でした。

東大生協を初めとして，他大学の生協の支媛もあ

ってようやく 9 H20 日の 1月舗オープンを迎えるこ

とができました。むう一度同じことをやれと言わ

れたら，思わず“ごめんなさい"をしてしまいそ

うな気さえします。笑い話ですが，オープンして

l週間もすると，当然のごとく棚から商品がどん

どん無くなって，ハッと気が付くと，その商品の

注文の{士万が分からないと言う具合でした。

結局，初年度は半年でしたが，約 3 千万円の供
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紛があり.i-Jと n も ~A"' r-: で終わることができました。

出jff:.I'iーもいない. Ii薄日目 1\のことはう士からない. I~:f

]x'の fI:'I~ も分からない.コンビュータも触ったこ

とすらない，そんな新車= ~'i1 奇 j約h 長の.一併の心

の拠リ所は，生協設立発起人会の人を始めとする，

下宿げの )j の々正 fi~fi りと 1愛しきでした。

Jむしいことも， ~l' t，しいことも数え切れないほど

あリました。伝一初の 1 iF- lill は 5 凶しか口毛で寝る

ことができませんでした。初めての棚.1'1iしは 3 日

徹伎でした。初めのtj'(は.よく床に段ボールを敷

いてねたものでした。何度もこんな仕事貯めてし

まおうかとも思いましたが，日められませんでし

た。何よりも生協が好きでした L. 宇山研が~f-き

でした。(うっセンチメンタノレになってしまった)

1 ・'Ii iflJf'E.t61dJ' Il IJ 立以来 6 年間. 1I主も子t1 を f再

とすことなく，少ないながらも .'.!!， 'r で来れたのも.

生協組合1~ と役職以が-)しとなって. 'I' 協をも I)

立ててくれたからに他なりません。組合U数 4 (i

名で.今年度の供給見込みは約!f. [6 千万円です。

一人当たりの，f 11 1H高は.約 40 万円(校貨を含む)

という数字は.大学生協の中でも全国トップです。

大学生協は現イ'E. r21 世紀ビジョンとアクション

プラン J を全ての会以生協で討議しています。宇

宙研生協は大学生協の中にあっては.雌かに特妹

なところかも知れませんが，その持ち前の段先端

の知 JE と力を it; かして.ダイナミッ 7 な 21 世紀ビ

ジョンとアクンヨンプランを，組合員の総意で作

リ上げ，宇宙科学研究所とそこに集う全ての人の，

勉学研究と生活を守り発展させる.新たな峰を築

かれることを期待しています。

五立後になリましたが，歴代 E型事長の長友教 J受.

4公尾教授，初日次教授.Il!に対外協力室の的川教 J気

宇宙研生協の産みの親とも言うべき相原さん.歴

代の理事・民事・運営委只-宇宙研事務の方々，

パートの皆さんに感謝の意を表したいと思います。

(宇宙研生協専務理事.まるもと ひろし)
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